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稲
作
一
口
メ
モ 

 

五
月
初
め
に
購
入
し
た
苗
は
、
植
え
て

活
着
前
に
と
ろ
け
て
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
？
と
心
配
し
た
が
、
二
葉
、
三
葉
が

順
調
に
発
達
、
ま
ず
は
、
や
れ
や
れ
… 

 

田
植
機
で
植
え
た
苗
が
根
本
か
ら
切

れ
て
浮
き
苗
が
目
立
っ
た
。
田
植
機
が
古

い
か
ら
か
と
思
っ
た
ら
、
他
で
も
同
様
な

話
を
聞
い
た
の
で
、
中
古
の
田
植
機
を
買

わ
な
く
て
も
済
ん
だ
。
や
れ
や
れ
… 

 

青
虫
の
被
害
は
若
干
あ
っ
た
も
の
の
、

蔓
延
は
逃
れ
た
。
や
れ
や
れ
… 

 

中
干
し
は
、
稲
の
倒
伏
や
、
分
げ
つ(

株

数)

の
過
剰
に
よ
る
過
繁
茂(

葉
の
受
光
態

勢
を
悪
く
し
、
下
葉
枯
や
耐
倒
伏
性
を
弱

め
る)

を
抑
え
た
り
、
下
位
節
間
の
伸
長
を

抑
え
る
効
果
が
あ
る
。
…
今
年
の
稲
は
、

長
く
て
し
ょ
ん
な
い
…
。
な
ど
と
聞
く
が
、

原
因
は
中
干
し
の
有
無
に
あ
る
。 

 

田
植
え
か
ら
水
を
張
っ
た
状
態
で
、
土

中
の
酸
素
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
中
干

し
を
す
る
こ
と
で
硫
化
水
素
の
硫
化
物

質
の
発
生
を
抑
え
、
根
の
生
育
を
健
全
に

保
つ
効
果
が
あ
る
し
、
千
枚
田
で
は
収
穫

時
の
地
体
力
が
増
す
た
め
、
バ
イ
ン
ダ
ー

で
の
刈
り
取
り
作
業
が
楽
に
も
な
る
。 

     

 

中
干
し
の
時
期
は
植
え
て
か
ら
三
十

日
過
ぎ
と
さ
れ
て
お
り
、
期
間
は
概
ね
二

週
間
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
千
枚
田
で
は

サ
ワ
ガ
ニ
が
田
ん
ぼ
に
穴
を
空
け
た
り

す
る
の
で
、
あ
ま
り
、
干
し
す
ぎ
る
と
、

後
で
水
が
浸
か
な
い
な
ど
、
思
う
よ
う
に

は
い
か
な
い
。 

稲
の
生
育
を
観
察
し「
穂
ば
ら
み(

幼
穂

形
成
期)
」
を
確
認
し
た
ら
深
水
に
す
る
。 

幼
穂
形
成
期
の
こ
の
時
期
は
、
稲
の
生
育

期
間
中
で
最
も
水
が
必
要
な
時
で
、
こ
の

時
期
に
水
切
れ
に
な
る
と
穂
が
で
に
く

く
な
っ
た
り
、
出
穂
が
止
ま
っ
た
り
す
る
。

昔
か
ら
、
こ
の
時
期
の
水
の
こ
と
を
「
花

水
」(

穂
の
花
が
咲
く
時
期
に
必
要
な
水)

と
言
い
、
や
や
深
水
に
し
て
環
境
変
化
を

与
え
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。 

 

出
穂
か
ら
十
日
く
ら
い
過
ぎ
る
と
登

熟
期
に
入
り
、
間
断
灌
漑
を
行
い
、
暑
さ

と
稲
の
老
巧
化
な
ど
か
ら
発
生
す
る
根

腐
れ
を
避
け
よ
う
。 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集 

 

２
０
２
２
「
四
谷
の
千
枚
田
」
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル(

主
催 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
・
東
三
河
郵
便
局 

後
援 

新
城
市
、
新

城
市
教
育
委
員
会
、
新
城
市
観
光
協
会
、

奥
三
河
観
光
協
議
会
、東
愛
知
新
聞
社)

で

実
施
し
ま
す
。
応
募
対
象
は
小
学
生
・
中

学
生
。
入
賞
者
に
は
本
年
度
新
米
・
図
書

券
・
五
平
餅
セ
ッ
ト
他
多
数
。 

 

問
い
合
わ
せ
はN

P
O

法
人
国
内
産
米

の
粉
伝
統
食
文
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 
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東
三
河
管
内
郵
便
局
店
頭
、
千
枚
田
案
内

看
板
ポ
ケ
ッ
ト
、
新
城
市
鳳
来
寺
山
自
然

科
学
博
物
館
、
奥
三
河
観
光
協
議
会
、
八

雲
だ
ん
ご
直
売
店
ほ
か
に
チ
ラ
シ
・
応
募

ハ
ガ
キ
が
あ
り
ま
す
。 

開
催
に
あ
た
っ
て 

 

止
ま
る
気
配
の
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
で
世
の
中
の
す
べ
て
が
自

粛
、
自
粛
と
委
縮
ム
ー
ド
の
昨
今
、
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
明
る
い
話

題
と
し
て
小
・
中
学
生
を
対
象
に
四
谷
の

千
枚
田
を
テ
ー
マ
に
自
由
に
描
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
企
画
に
は
千
枚
田
の
余
剰

米(

古
米)

を
使
用
し
た
千
枚
田
五
平
餅
を

郵
便
局
の
宅
配
便
や
道
の
駅
な
ど
、
全
国

展
開
で
お
馴
染
み
の
「
八
雲
だ
ん
ご
」
鈴

木
社
長
さ
ん
の
四
谷
の
千
枚
田
保
存
継

承
へ
の
大
き
な
思
い
入
れ
か
ら
毎
年
、
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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愛
知
県
百
五
十
年
の
歩
み 

 
廃
藩
置
県
の
後
、
明
治
五
年
に
誕
生
し

た
愛
知
県
。
誕
生
か
ら
歴
史
上
に
残
る
出 

 
 

来
事
を
貴
重
な
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。 

 

二
十
八
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
知
る
愛
知

の
多
彩
な
魅
力
の
う
ち
、
産
業
「
農
」
の

項
で
守
り
た
い
原
風
景
、
四
谷
の
千
枚
田 

標
高
八
八
三
㍍
の
鞍
掛
山
に
水
源
を
持

ち
、
ふ
も
と
に
広
が
る
四
谷
の
千
枚
田
。

約
四
百
年
前
に
開
墾
さ
れ
、
今
も
四
百
二

十
枚
の
田
を
耕
し
、
地
域
に
伝
わ
る
宝
物

を
大
切
に
守
り
続
け
て
い
る
。
標
高
二
百

二
十
〜
四
百
二
十
㍍
に
か
け
て
連
な
る
、

石
積
み
の
美
し
い
棚
田
は
、
「
日
本
の
棚

田
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
と
紹
介
。

ま
た
、
キ
ラ
ッ
と
奥
三
河
観
光
ナ
ビ
「
四

谷
の
千
枚
田
」
でL

IN
K

さ
れ
て
い
る
。 

愛
知
県
広
報
誌 

あ
い
ち
の
ト
ビ
ラ2

0
2
2

(

英
語
版
・
中

国
語
版
・
日
本
語
版)

に
「
自
然
と
暮
ら
し

の
調
和
」
と
題
し
て
四
谷
の
千
枚
田
の
全

景
が
掲
載
。
ま
た
、
動
画
で
も
配
信
さ
れ

て
い
る
。 

異
例
の
早
い
梅
雨
明
け
と
記
録
的
な

暑
さ 

 

今
日
は
七
月
十
日
、
例
年
だ
と
、
う
っ

と
う
し
い
梅
雨
の
最
中
で
あ
る
が
、
今
年

は
六
月
十
四
日
に
梅
雨
入
り
、
六
月
二
十

七
日
に
は
梅
雨
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。
た

っ
た
十
四
日
間
の
梅
雨
で
、
異
例
の
早
い

梅
雨
明
け
で
あ
っ
た
。 

 

因
み
に
例
年
の
梅
雨
入
り
は
六
月
六

日
、
梅
雨
明
け
は
七
月
十
九
日
で
四
十
三

日
間
に
も
及
ぶ
梅
雨
と
比
べ
る
と
あ
ま

り
に
も
短
い
梅
雨
で
あ
っ
た
。 

 

六
月
二
十
五
日
か
ら
九
州
か
ら
東
北

で
三
十
五
℃
超
の
記
録
的
な
猛
暑
日
が

連
日
続
い
た
。
六
月
に
四
日
連
続
の
猛
暑

日
は
観
測
史
上
最
長
記
録
で
あ
る
。 

 

兎
に
角
、
暑
か
っ
た
。
六
月
で
こ
の
暑

さ
だ
と
、
本
番
の
夏
が
思
い
や
ら
れ
る
。 

念
仏
踊
り 

 

 

身
平
橋
組
・
西
組
共
進
連
で
継
承
さ
れ

る
念
仏
踊
り
は
終
息
の
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
忠
実
に
守
り
、
八
月
十
四
日
、
一

晩
に
身
平
橋
海
源
寺
の
本
尊
様
に
念
仏

を
捧
げ
、
そ
の
足
で
初
盆
の
小
山
傅
治
郎

様
宅
に
赴
き
、
念
仏
の
み
を
捧
げ
、
座
敷

に
上
が
っ
て
の
接
待
な
ど
も
な
く
、
夜
道

を
帰
路
に
つ
く
。「
は
ね
込
み
」
も
、
や
む

な
く
中
止
と
な
っ
た
。
ま
こ
と
に 

残
念

無
念
で
あ
る
。 

地
域
の
花
「
鳳
来
寺
百
合
」 

 

今
年
は
、
今
の
と
こ
ろ
イ
ノ
シ
シ
の
出

没
も
な
く
、
道
端
や
土
手
に
、
今
、
咲
か

ん
と
ば
か
り
の
鳳
来
寺
百
合
が
み
ら
れ

る
。
本
種
の
和
名
は
山
百
合(

ヤ
マ
ユ
リ)

で
あ
る
が
地
方
に
よ
っ
て
「
吉
野
百
合
」、

「
叡
山
百
合
」、「
鳳
来
寺
百
合
」
な
ど
と
、

各
産
地
に
因
ん
だ
名
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
。
時
々
、
鳳
来
ユ
リ
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
る
が
地
域
の
花
と
し
て
鳳
来
寺
百

合(

ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ)

と
呼
ぼ
う
。 

 

今
年
こ
そ
は
花
が
見
ら
れ
る
と
期
待

し
て
い
た
矢
先
の
七
月
五
日
、
サ
ル
の
軍

団
が
襲
来
、
県
道
沿
い
の
土
手
に
二
十
本

近
く
あ
っ
た
鳳
来
寺
百
合
を
引
抜
き
、
蕾

を
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
軍
団
は
民
家
に
続

く
畑
の
ス
イ
カ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
挙
句
の

果
て
、
柿
の
枝
ま
で
折
る
始
末
。
サ
ル
の

軍
団
の
侵
攻
の
後
は
精
魂
か
け
て
育
て

た
野
菜
は
壊
滅
。
我
々
人
間
へ
の
兵
糧
ぜ

め
で
も
企
て
た
の
か
？
、
爆
竹
や
ロ
ケ
ッ

ト
花
火
で
応
戦
し
て
も
、
勝
ち
目
は
な
い
。 

ツ
チ
ア
ケ
ビ 

今
年
は
い
つ
に
な
く
「
ツ
チ
ア
ケ
ビ
」

が
多
く
見
ら
れ
る
。
姿
は
赤
い
ア
ケ
ビ
の

よ
う
で
あ
り
、
初
め
て
見
る
人
に
は
不
気

味
に
み
え
る
。 

葉
が
な
く
、
葉
緑
素
を
持
て
な
い
の
で
、

光
合
成
を
し
て
自
分
か
ら
養
分
を
と
る

こ
と
が
で
き
な
い
菌
従
属
栄
養
植
物(

菌

類
か
ら
す
べ
て
の
養
分
を
得
て
生
活
す

る
腐
生
植
物)

で
あ
る
。抜
い
て
き
て
植
え

て
も
、
種
を
蒔
い
て
も
育
て
る
こ
と
は
出

来
な
い
植
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
っ
と
見
る

だ
け
に
し
て
も
ら
う
と
、
有
難
い
。 

       

写
真 

上 

ツ
チ
ア
ケ
ビ
の
花 

下 

ア
ケ

ビ
の
よ
う
な
赤
い
肉
質
の
実 

    

行 
 

令
和
四
年
七
月
十
五
日 
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